
土地家屋調査士システムは、測量基本システム・地積測量図作成・座標データ、画地結線

のデータ等の保存管理及びシステム管理（作業手順、条件設定等をデータとして保存）また

データコンバータ、測量計算はトラバース計算、交点計算、面積計算まで、全体図をみて平

面図作成で、測量図面を作成（図化データ自動生成）DXF,DWG のファイル出力まで対応して

います。トータルステーションシステム（トプコン・ＡＰＡ）までのシステムで構成しています。 

 土地家屋調査士システム  Ver 7.5        ¥250,000 

☆本システムに街区基準点管理システム（GIS で構築）と平行し

てサンシステムは提供できます。GIS システムはオプション 
 価格３８万円、セット価格５０万円で提供中 ＊ＧＩＳは別途紹介

現場情報 
各社、測量システム等とのデータ互換も安心し

て、インポート・エキスポート・・・またＧＩＳで総合

管理します。ＧＩＳ（地理情報管理システム）は 
調書、計算書、写真、図面他総合管理します。

トータルステーション設定 

☆測量と表示登記＆街区基準点 
観測したデータ、データコンバートしたデータ、

図面等よりデジタイザーで取得したデータそし

て手入力した座標データ・・・どの座標データ 
も精度は？ 誤差と精度？精度の範囲内？ 

☆街区基準点を活用することにより、より精度 
  ＵＰ・・・土地家屋調査士業務はより精度（測

量業務＆調査業務）を要求されます。本シス

テムは、測量と管理をこなせるシステムです。

■測地成果２０００座標変換 （一括変換） 
日本測地系 ⇔ 世界測地系 （両方向変

土地家屋調査士システム

地積測量図作成平面図作成 

データコレクター 測量システム 

測地成果 2000 パーソナルＣＡＤ

データのコンバート 
ＳＩＭＡ・ＣＳＶを装備 

ファイル編集機能も装備

測量基本     データ管理・測量計算・全体図・図面作成・設定機能・印刷

座標リスト 交点計算 チエック計算座標入力・編集 条件設定 全体図ファイル管理 座標入力 

現場情報の管理 座標リスト トラバース計算・ＳＴ計算・杭打ち計算・クロソイドチエック計算 全体図設定

拡 大



測量基本      トラバース計算   

閉合トラバース・結合トラバース・開放トラバース・放射トラバース・放射トラバース（高さ付）

混合トラバース（放射・開放の混合トラバース） 

混合トラバース（開放、放射トラバースの連続計算）

■混合トラバース ■トータルステーション⇒ データ取込み⇒計算、計算書まで一連作業

開放・放射トラバース計算書

■チエック計算機能 
点間距離・侠角・方向角・

垂点計算、面積計算等

座標入力機能 
 
 
 
新規座標の入力、座標編集

ボタン一発簡単訂正機能

簡易表示機能 
 
 
 
 
 
 
精度、閉合差、距離合計、他 
計算書出力前に確認表示 

確認図表示機能 

データ取り込み、チエック計算、計算書、

図面作成（素図、プロット図、網図、他） 
成果作成の基礎ベースを強力サポート 

閉合トラバース計算書 結合トラバース計算書 

開放トラバース計算書 
放射トラバース計算書

トラバース計算書    



背景に画像データ・座

標プロットを表示して

おいてマウスでトレー

ス ・ ・ ・ し て 取 得 し ま

す。 
座標値・画地情報・結

線情報の取得をして

座 標 リ ス ト 、 面 積 計

算、ＳＴ計算、等を作

成します。 
（図面データの取得）

パーソナル サーベイ （測量システム）は地番（画地）を形成するデータ・条件データ等を全て保存管理します。 
（例）入力及び計算されたデータ・情報は、保存・管理しますので、再計算するケースでも変更するデータのみ入力編集・訂正

（データの入れ替え）するだけで再計算します。  （ファイル保存を個々にすれば、条件ごとの成果作成を出力）   

■画面で計算簿の確認 

画
面
で
計
算
簿
の
確
認

マウスで画地構成座標ＮＯを指定 ！ 

面 積

画地データ入力作業の効率アップ 
全体図からマウスで交点計算ポイントを

指示して計算します。もちろん交点計算

する座標番号の直接入力もＯＫ 

画地構成点の編集もマウスで・・・！ 挿入・削除編集 ！ 結線もマウスで座標ＮＯを指定 ！ 

画地データ 

結線データ 

画
地
Ｎ
Ｏ
（
地
番
）
管
理
エ
リ
ア 

測量基本     画地データ管理 （データベースの管理） 

全体図（画地データ・結線データ入力）

全体図

全体図ボタン

画
地
管
理 

・ 

画
地
編
集

デ
ジ 

ト
レ
ー
ス
で
画
地
結
線 

画地データ 
結線データを 
マウス操作で 
入力・編集 

キーボードから入力・編集 



 

交点計算作業効率のアップ 
全体図からマウスで交点計算ポイントを

指示して計算します。もちろん交点計算

する座標番号の直接入力もＯＫ 

交 点

全体図（全体図から交点計算） 

交点計算を 
マウス操作で 
入力・編集 

隅切り計算

交点計算 

隅 切 り 計 算 は 、 隅 切 り

幅、円弧にも対応 
計算した、隅切りを画面

表示して、図の確認がで

きます。円弧にも対応。

基線 Ａ－Ｂに対し連続して交点計算・・・！ 

Ａ

ＢＨ

Ｄ

Ｐ－５

Ｃ

Ｆ

Ｅ

Ｐ－３

Ｐ－１

Ｐ－２

Ｐ－４ 

Ｇ 

ＪＩ 

拡幅

連続して交点計算ができるので、作業効率の向上ＵＰ ！ 
例； まず、基線 Ａ－Ｂに ① 拡幅つき４点交点 ② ４点交点

③ 一点１方向 交点計算 ④ 半径 Ｒ の円弧計算 
⑤ 点１方向 交点計算 と連続して交点計算 します。 
交点数には 制限が無く、連続して基線を変え交点計算。 

連続して交点計算ができるので、作業効率の向上



交点計算 

４点交点（平行移動付

Ｐ－１ 

Ｄ 

Ｃ 

Ｂ 

Ａ 

線の中間点 

Ｐ－１

Ｂ

Ａ

Ｐ－２

線分Ａ－Ｂ

Ｐ－３

２点２方向の交点 

Ａ

Ｂ

Ｐ－１

円弧の中間点 

Ｐ－１

Ｂ

Ａ

Ｐ－２

円弧Ａ－Ｂ

Ｐ－３ 

円弧と円弧の交点 Ｂ

Ｐ－１

Ｂ

Ａ

Ｐ－２

円弧 １、２、３

円弧Ａ－Ｂ

Ｐ－３ 

Ｂ

円と１点１方向の交点

Ｐ－１

Ａ

Ｐ－１、Ｐ－２は画面確認

Ｐ－２ 

４点交点（平行移動）

Ｐ－１

Ｄ

Ｃ

Ｂ 

Ａ 

２点１方向の交点 

Ｐ－１ 

Ｂ

Ａ 

Ｃ

円と円弧の交点 

Ｐ－１

Ａ 

円弧 Ｂ－Ｃ 
円  Ａ 

円弧への垂点 

Ｐ－１ 

Ｂ

Ａ 

Ｐ－２

円弧Ａ－Ｂ 

Ｐ－３

クロソイドへの垂点 

Ｐ－１ 

Ｂ

Ａ 

Ｐ－２

クロソイドＡ－Ｂ 

線の平行移動点 
Ｐ－１ 

Ｂ 

Ａ 

Ｐ－２ 線分Ａ－Ｂ 

拡幅入力 
左右対応 
円弧対応 

円弧Ａ－Ｂ 

直線と円弧の交点 

Ｐ－１ 

Ｂ 

Ａ 

Ｐ－２ 

線分 １、２、３ 
円弧Ａ－Ｂ 

Ｐ－３ 

円弧と円弧の交点 Ａ 

Ｐ－１ 

Ｂ 

Ａ 

Ｐ－２ 

円弧 １、２ 
円弧Ａ－Ｂ 

線の等分点 

Ｐ－１

Ｂ

Ａ 

Ｐ－２

線分Ａ－Ｂ 

Ｐ－３

直線への垂点 

Ｐ－１ 

Ｂ

Ａ 

Ｐ－２

線分Ａ－Ｂ 

Ｄ

Ｃ

円弧の等分点 

Ｐ－１

Ｂ

Ａ 

Ｐ－２

円弧Ａ－Ｂ

Ｐ－３

円弧の平行移動点 

Ｂ 
Ａ 

円弧 Ｂ 
円弧 Ａ 

Ｂ

円と円の交点 

Ｐ－１
Ａ 

Ｐ－１、Ｐ－２は画面確認

Ｐ－２

Ｃ

Ｂ

Ｂ 

方向角と距離の交点 

距離 Ｓ 

Ｐ－１ 

Ｐ－２ 



隅切り計算 

面積分割計算 

面積分割計算書・面積計算書 

■面積分割計算 
   間口指定分割計算 
   間隔指定分割計算 
   面積指定分割計算 
   定点指定分割計算 



 

測地成果２０００

座標系の指定 
第１系 ～ 第 17 系 

 
変換方向 

日本測地系 → 世界測地系

世界測地系 → 日本測地系

（変換方法は両方向の対応） 

変換する座標

変換された座標 （変換方法は両方向の対応） 

測地成果 2000 の移動量

弊社システムの「パーソナルサーベイ」測量システムでは、「測地

成果２０００」への対象座標変換プログラムの対応画面プロットを

見ながら変換する「ビジュアル変換」及びＳＩＭＡファイルなどを

読み込み変換する「一括変換」等があります。 

 パーソナルサーベイでの座標変換  

 本機能は国土地理院提供の「ＴＫＹ２ＪＧＤ」に準拠して弊社が開発した 
座標変換プログラムです。全国を網羅したパラメータファイル（※国土地理院提供）を

独自の方法により高速に変換します。 
 変換前の「日本測地系」と変換後の 
「測地成果２０００」の座標を画面上にプロットしてビジュアルに確認できるので位置

関係などがわかりやすく変換ミスなどを防ぎます。 
「日本測地系」⇔ 「世界測地系」の両方向の変換に対応しています。 
「ＴＫＹ２ＪＧＤ」及びパラメータファイルは国土地理院の著作物です。 

 「測地成果２０００」変換プログラム機能概要  



測
量
デ
ー
タ
は
全
て
階
層
管
理
し
ま
す 

図面作成（図面の描画処理）は、縮尺・図面の回転・図郭・図枠・トンボ・グリッド等図面に関する条件

設定の指定します。条件に合った図面描画・求積表の自動作成、・自動配置後、詳細な編集をパーソナ

ル ＣＡＤ・汎用ＣＡＤ・その他ＣＡＤ等で成果図面を・・・・！  完成図面 ・ ファイル ・ 図面作画 

作画図面の用紙サイズの選択 

平面図作成     e – map 

用紙設定

作画図面の用紙サイズを指定 ⇒ 図面作成 

図面作成

作成

新規図面作成 既存図面インポート

測量データ （座標データ・画地データ）

他社ファイルコンバート データ 
ＳＩＭＡデータ ・ＣＳＶ・その他

図面自動描画・配置画面 ⇒ 描画データ配置・編集 ⇒図面設定 ⇒ＣＡＤ

平面図作成  （測量データ管理編） e – map 

線  形

基準点 

農 地 （ピンク） 
水 田 （水 色） 

雑種地 （黄 色） 

等高線 

宅 地 （黄 緑）  

画 地 

豊平地区丈量図 Ａ０ １/500 

プロット 

境界点  

引照点

 

■ 基準点、境界点、引照点 等を、個々の階層で保存管理します。 
（プロットマークの種類・サイズ等も管理） 

＊  基準点、△  境界点、 ○  引照点  ◎ 等を、図面作成の用途に合わせて指定できます。 
（プロットマークの種類・サイズ等を個々に条件指定します。） 

■ 画地結線の詳細指定・・・・画地属性に応じて図面条件を指定します。        ↓ ＧＩＳはオプションです。

例；求積表の配置

地積測量図作成

平面図作成 測量システム 

デジトレース 
パーソナルＣＡＤ 

汎用 ＣＡＤ 

  データコレクター 

データコンバート

街区基準点管理 (GIS)



平面図作成  （図面作成―編集編） e – map 

マウスの操作で 
  図面の自動配置

・・・・・・図面の自動配置 
・・・・・・図面編集ボタン

・・・・・・・・・・・・作画データ入力ボタン（測量データ管理）

・・・・・・成果データの描画 
・・・・・・・・・・・・レイヤ設定・レイヤ配置ボタン

・・・・・・座標リストの選択・配置 （座標リストのタイプ）

・・・・・・座標求積表リストの選択・配置（座標求積表のタイプ）

・・・・・・地籍求積表リストの選択・配置（地籍求積表のタイプ）

・・・・・・用紙設定・・・・図面設定 

・・・・・・図面の出力

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・描画配置

・・・・・・・・・・・・・・・・・・ＣＡＤ 出力    ファイル出力

平面図作成  描画配置（図面作成―編集編） e – map

回転指定の２点を⇒

マウスで２点指定

縮尺の指定 
自動配置・任意配置

マウスの操作で 
  図面の自動配置

自動生成された、求積表はマウス

で指定位置に配置します。 

求積表の配置 

図面設定 求積表の配置 

■ 図面の設定事項 
 
図郭  用紙サイズ 
図郭線（有・無）図郭サイズ 
用紙サイズから 

図郭のオフセット 
   図枠線（有・無） 

図郭からのオフセットで図枠線

   トンボ・座標値 
   トンボ作画種別（無枠のみ、

   トンボ長、トンボ ピッチ長 
   座標値の作画 有り・無し 

座標値の作画位置 
   座標値の作画サイズ 
   丸め桁 ・ ひげ長 等 

描 画 配 置 



 

地積測量図作成 

基本操作は⇒ 平面図作成（測量データ管理編）e – map を参照（地積測量編テンプレート） 

 
 
  

 
 
  

地積測量編の階層にあるテンプレートに図面名称（藤原 地積測量図）をつける。 

地積測量編の階層に地積図作画の画地ＮＯ（地番）を指定します。 

 

基本配置 

   

■ 方位マークの配置 
登録してある、方位を

ドラッグして 図面に

配置します ！ 

配置ボタンで・・・地積測量図に自動配置・・・移動コマンドで位置修正・・・Ｐ―ＣＡＤでも編集 ＯＫ ！ 

■求積表の配置 
自動生成した求積表の

配置は配置ボタンで・・・ 

測量データベース（画地データ）

建物図作成 

■図面作成 ⇒ 地積測量図作成 

図面テンプレート（地積測量図）１筆地 

■図面テンプレート（地積測量図） 

図面テンプレート（地積測量図）分筆地 

図面テンプレート（地積測量図）地区版 １ 

図面テンプレート（地積測量図）地区版 ２ 
図面テンプレート（地積測量図）地区版 ３ 

土地形状入力 ⇒矢印で方向指定 

土地形状 
プレビュー表示  建物求積  プレビュー表示 

建物入力条件 
建物形状入力・建物形状条件

建物求積表・建物求積表条件 
その他作画条件の指定 



 

デジトレース 

■デジトレース 全体図表示  
 パンニング 

このシステムはラスター図面を背景に、図面

設定(２点・４点・多角点補正)をして、座標データ・

画地データ・結線データをトレース取得します。
      

（画像データを背景にマウスでトレースして・・データ取得

し測量システムに自動でデータを取り込みます） 
座標値・画地・結線情報の取得をして・・・・・! 

座標リスト、面積計算、ＳＴ計算等を、作成します。

国土調査図面等の図面取得・編集に最適です。 

 

背景 画像データ 
測量データを取得 

◎134 

◎152 

◎ 
 154 

◎155 

◎155 ◎ 
154 

153 
◎ 

◎152 

◎ 
  122

◎ 
   121 

◎133
◎132 ◎131 

マウス指定位置拡大 全体図  ガイド

■全体図のパンニング 

トレース操作中拡大・

縮小の操作は、大変

で す 。 拡 大 境 を み

て、マウス操作すれ

ば・・・読み取りもス

ムーズです。 

■ 座標読取り 
■ 座標読取りと面積測定

■ 面積結線 
■ 結線 
■ データ取得機能 

（測量システムと連携）

デジ・ボード入力 

画面の移動もらくらく・・・・・！ 全体図パンニング

マウス ＋ シフト キー  で パンニング ！ 

デジ機能 

■地番１－２７は、座標１５２、１５３、１５４、１５５を取得し同時に、画

地データを取得・・・データ登録で測量システムに自動登録します。

◎ 
   120 

■座標 131,132,133,134 座標取得

■座標 120,121,122 座標結線取得
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